
72
■発行：令和4年8月19日

主な議案

補正予算

議決結果

特別委員会設置

一般質問

議員表彰、議員研修会

政務活動費執行状況

P.2
P.3
P.4
P.5
P.6
P.14
P.15

6月定例会



2しょうばら市議会だより　2022 . 8

庄
原
市
子
育
て
支
援
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

庄
原
市
西
城
子
育
て
支
援
施
設
（
西

城
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
ひ
よ
こ
）
を
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
体
育
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

庄
原
市
総
合
体
育
館
武
道
館
に
設
置

し
た
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
を
定
め
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同

意
に
つ
い
て

西
城
町　
　

渡わ
た

部な
べ　
　

要か
な
め　

氏

�

▽
同
意

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意

見
書

１�

．
社
会
保
障
の
維
持
・
確
保
、
防

災
・
減
災
ま
た
脱
炭
素
化
対
策
、
地

域
活
性
化
に
む
け
た
取
り
組
み
や
、

デ
ジ
タ
ル
化
対
策
な
ど
、
増
大
す
る

地
方
公
共
団
体
の
財
政
需
要
を
的
確

に
把
握
し
、
そ
れ
を
支
え
る
人
件
費

も
含
め
て
、
十
分
な
地
方
一
般
財
源

総
額
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

２�

．
と
り
わ
け
、
子
育
て
、
地
域
医
療

の
確
保
、
介
護
や
児
童
虐
待
防
止
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
な
ど
、
急
増

す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
が
自
治
体
の

一
般
行
政
経
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
方
単
独
事
業
分
も
含
め

た
十
分
な
社
会
保
障
経
費
の
拡
充
を

は
か
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分

野
を
支
え
る
人
材
確
保
に
む
け
た
自

治
体
の
取
り
組
み
を
十
分
に
支
え
る

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

�

ほ
か
８
項
目

�

▽
原
案
可
決

少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担

割
合
引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書

１�
．
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学

級
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
。

２�

．
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労

働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、
加
配
教

員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な

ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
。

�

ほ
か
２
項
目

�

▽
原
案
可
決

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書

１�

．
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
交
付
対
象

水
田
か
ら
除
外
さ
れ
る
農
地
が
生
ず

る
こ
と
は
、
農
地
の
維
持
や
農
業
水

利
施
設
の
管
理
が
困
難
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
結
果
的
に
国
土
の
荒

廃
に
も
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
離
農

者
及
び
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
制
度
内
容
と
し
、
そ
の
実
施

に
つ
い
て
は
段
階
的
に
進
め
る
こ

と
。

�

ほ
か
１
項
目

�

▽
原
案
可
決

主
な
議
案

議
案
第
93
号

議
案
第
94
号

人
　
　
事

議
案
第
92
号

※ 

意 

見 

書 
　

発
議
第
４
号

発
議
第
５
号

発
議
第
６
号

令
和
４
年
６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
８
件
、
発
議
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※�

意
見
書
と
は
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
た
文
書
で
、
当
該
地
方
公
共
団

体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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一般会計補正予算を

令和４年度一般会計補正予算（第２号）(第３号)（第４号）

補正額 事業名 補正内容

4,903万7千円
（追加）

住民税非課税世帯等
臨時特別給付事業

家計の急変により、受給資格があるにもかか
わらず申請がないことで受給できていない世
帯に１世帯当たり10万円を給付するもの

5,637万4千円
（追加）

子育て世帯生活支援
特別給付金事業

低所得の子育て世帯へ、児童１人当たり５万
円を給付するもの

7,593万9千円
（追加）

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチン接種の４回目の
追加接種に係る時間外勤務手当、接種券発送
郵便料、ワクチン接種委託料など

785万8千円
（追加）

子育て世代
包括支援センター事業

母子健康手帳アプリを活用した、子育て支援
デジタル化事業に係る費用

1,200万円
（追加）

交通安全施設
整備事業

通学路の交通対策事業で、市道駅裏線ほか３
路線に交通安全施設を整備するもの

1,003万9千円
（追加）

自治振興センター等
管理運営事業

自治振興センターの事務室以外の部屋へのＷｉ
－Ｆｉ環境の整備及び各自治振興センターの
手洗いの自動水栓化整備を行うもの

１億8,566万9千円
（追加） 商工振興事業

原油及び天然ガスの高騰に伴う燃料費及び電
気料金の上昇などにより、悪化する市内中小
企業等の経営を支援するための、中小企業者等
エネルギー高騰対策支援金の給付に係る経費

１億6,502万3千円
（追加）

キャッシュレス決済
導入支援事業

なみか、ほろかカードでの決済時にカード１
枚１回に限り5,000ポイントを付与するキャ
ンペーンの経費

６月
定例会

令和４年度

主な補正内容

会計名 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第２号）
［専決処分］ １億541万1千円（追加）

321億2,709万4千円一般会計補正予算（第３号） １億4,462万8千円（追加）

一般会計補正予算（第４号） ６億2,219万円（追加）

原案
可決
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　定例会議決結果令和４年６月

議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

6月8日
議案

91 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度庄原市一般会計補正予算（第２号）） 承 認

93 庄原市子育て支援施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決

94 庄原市体育館設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決

95 財産の取得について 原案可決

96 字の区域の変更について 原案可決

発議 3 特別委員会の設置について（議員定数及び議員報酬調査特別委員会） 原案可決

6月30日

議案

97 令和４年度庄原市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

98 令和４年度庄原市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

92 庄原市教育委員会委員の任命の同意について 同 意

発議

4 地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決

5 少人数学級・教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の負担割
合引き上げに係る意見書 原案可決

6 水田活用の直接支払交付金見直しに関する意見書 原案可決

請願 1 「消費税インボイス制度の実施中止を求める」との意見書の提出を求める請願 継続審査

■賛成全員のもの
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議員定数及び議員報酬調査特別委員会が
設置されました

名 称　　議員定数及び議員報酬調査特別委員会
設置の根拠　　地方自治法第109条及び庄原市議会委員会条例第６条
付 託 事 件　　議員定数及び議員報酬に関する調査
委 員 長　　政野　　太
副 委 員 長　　桂藤　和夫
委 員　　堀井　秀昭　  福山　権二　  藤木百合子　  國利　知史　  松本みのり
委員外議員　　横路　政之（副議長）

令和３年７月７日　�近藤久子議長が議会運営委員会に対し、庄原市議会の活性化について５
項目を諮問

令和３年11月22日　�議会運営委員会が近藤久子議長に対し、諮問事項の１つである議員定
数及び議員報酬について、特別委員会を設けるなど専門の組織を設置
し引き続き議論されたい旨答申

令和４年６月８日　本会議にて特別委員会の設置について可決

　本議会においては、地方分権時代に相応しい市議会運営のあり方が問われる中、信頼され
期待される議会、市民に開かれた議会、市民参加を推進する議会を目指して、平成23年３
月に「議会基本条例」を制定し、着実な取り組みを進めている。
　この度、第５期庄原市議会において、その理念を確実に定着させ、活性化を図るととも
に、市民の負託に応えられる議会の実現と、市民福祉の向上と市政の発展に寄与するため、
地方自治法第109条第３項第３号の規定により、議会基本条例の具現化に係る次の事項につ
いて、議会運営委員会の意見を求める。
【諮問事項】
　①あらゆる緊急時における議会運営の在り方
　②政務活動費の活用実績についての検証及び見直し
　③タブレット有効利活用に向けての取り組み
　④議員定数及び議員報酬について
　⑤議会図書室の有効活用

　議員定数及び議員報酬については、前回の議論から９年が経過しており、この間、人口減
少が進んでいることなどからも、議論を行う必要があることと認識している。議会運営委員
会においては、各会派・無所属議員から意見聴取を行い一定の方向性を求めてきた。
　議論を進めるにあたり、市民を巻き込んでの議論とすべきであり、現状を鑑みて、時間を
かけて進めていく必要がある。今後については、特別委員会を設けるなど専門の組織を設置
し、引き続き議論されたい。

特別委員会設置の経緯

庄原市議会の活性化について　令和3年7月7日（諮問） （要旨）

議員定数及び議員報酬について　令和3年11月22日（答申） （要旨）
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

指
定
管
理
者
で
あ
る
「
サ
ン
ヒ

ル
ズ
庄
原
」
が
経
営
し
て
い
る

が
、
株
主
で
あ
り
、
施
設
の
所
有
者
で

あ
る
庄
原
市
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

け
と
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　

本
年
４
月
１
日
、
交
流
宿
泊
施

設
と
し
て
運
営
を
開
始
し
た

「
桜
花
の
郷　

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、「
株
式
会
社
サ
ン
ヒ

ル
ズ
庄
原
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
議

決
を
い
た
だ
い
た
。

　

公
の
施
設
で
あ
る「
桜
花
の
郷　

ラ
・

フ
ォ
ー
レ
庄
原
」
の
指
定
管
理
者
に
よ

る
適
正
な
管
理
・
運
営
を
担
保
す
る
た

め
、
施
設
の
設
置
者
で
あ
る
市
の
権
限

や
管
理
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
基
本
協

定
等
で
明
ら
か
に
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
つ
つ
、
設
置
目
的
に
か
な

っ
た
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
４
年
５
月
11
日
の
検
討
会

議
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、

「
前
提
を
置
か
ず
、
地
域
公
共
交
通
の

姿
に
つ
い
て
速
や
か
に
議
論
を
開
始
し

た
い
」
と
、
沿
線
自
治
体
に
求
め
て
い

る
が
、
芸
備
線
の
将
来
に
つ
い
て
、
庄

原
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

本
市
を
は
じ
め
と
す
る
過
疎
地

域
に
お
け
る
鉄
道
は
、
移
動
手

段
を
持
た
な
い
高
校
生
や
高
齢
者
等
の

移
動
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
福
祉
政

策
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
等
に
よ
る

地
域
活
性
化
な
ど
に
必
要
不
可
欠
な
社

会
基
盤
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線

が
、
今
後
も
地
域
住
民
や
観
光
等
で
訪

れ
る
方
々
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
鉄

道
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
市
内
外
の
Ｊ

Ｒ
芸
備
線
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々

と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
等
の
生

活
利
用
の
ほ
か
、
本
市
の
優
れ
た
自
然

や
文
化
、
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
に
よ

る
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
客
が
見
込

め
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り

と
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
の

�

現
状
に
つ
い
て

問答

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
将
来
に
つ
い
て

問答

一般質問
６月定例会では、14名が個人質問を行いました。

 林
はやし

　　高
たか

正
まさ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

❶
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害

は
本
市
に
お
い
て
も
深
刻
で
あ
る
。
駆

除
し
た
鳥
獣
を
使
用
し
た
ジ
ビ
エ
料
理

の
人
気
が
高
ま
る
中
、
本
市
に
お
い
て

も
ジ
ビ
エ
商
品
が
開
発
さ
れ
、
売
り
出

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
に
関
す
る
本
市

の
今
後
の
販
売
戦
略
や
計
画
な
ど
に
つ

い
て
伺
う
。

　

❷
本
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
比
婆
牛

だ
が
、
歴
史
あ
る
比
婆
牛
を
後
世
に
残

し
て
い
く
こ
と
は
、
本
市
の
畜
産
業
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。　
　

　

比
婆
牛
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
今
後
の
生
産
体
制
や
販
売
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　

 
　
　
　

❶
本
市
の
過
去
５
年
間
の
イ
ノ

シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
額
は
、
平
成
29
年
度
の

約
１
４
０
０
万
円
、
以
降
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
で
加
工
さ
れ
た

イ
ノ
シ
シ
肉
は
、「
庄
原
猪い

の
い
ち
ば
ん
」

と
銘
打
ち
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
出

店
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
市
内
小
中
学
校
の
給

食
食
材
と
し
て
供
給
す
る
ほ
か
、
今
年

度
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

追
加
す
る
な
ど
、
処
理
し
た
イ
ノ
シ
シ

の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

施
設
の
委
託
先
で
あ
る
農
林
振
興
公

社
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

「
庄
原
猪
い
ち
ば
ん
」
の
普
及
拡
大
に

努
め
て
い
く
。

　

❷
令
和
３
年
度
末
時
点
で
繁
殖
用
雌

牛
は
、
１
、３
６
７
頭
と
、
前
年
よ
り

10
頭
減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
の
比
婆

牛
頭
数
の
確
保
に
向
け
、
牛
舎
等
の
施

設
整
備
や
機
械
導
入
、
増
頭
の
た
め
の

人
工
授
精
や
、
受
精
卵
移
植
に
対
す
る

助
成
な
ど
に
加
え
、
令
和
３
年
度
か
ら

開
始
し
て
い
る
乳
用
牛
を
活
用
し
た
比

婆
牛
素
牛
の
生
産
支
援
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
増
頭
を
推
進
し
て
い
く
。

　

販
売
促
進
に
つ
い
て
は
、
マ
ツ
ダ
ス

タ
ジ
ア
ム
や
中
国
自
動
車
道
沿
線
へ
の

広
告
看
板
の
設
置
に
加
え
、
広
島
駅
な

ど
で
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
活
用

な
ど
、
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
そ
の
他
の
質
問

〇�

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
の
現
状
と
課
題
、

今
後
に
つ
い
て

〇
七
塚
原
高
原
の
活
用
に
つ
い
て

本
市
の
「
食
」
を
次
世
代
に
残
す

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
は
、
昨
年

11
月
に
日
本
郵
政
㈱
か
ら
取
得

し
、
本
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
約
２

か
月
が
経
過
し
た
。
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄

原
の
施
設
整
備
に
関
す
る
現
状
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
取
得
後
、
昨
年
12
月
か
ら

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
、
緊
急
性
が
高
く
、
休
業
時

で
な
け
れ
ば
実
施
が
困
難
な
箇
所
の
修

繕
工
事
等
を
行
い
、
来
館
者
の
利
便
性

向
上
に
資
す
る
改
修
を
含
め
、
全
て
の

緊
急
修
繕
等
を
、
こ
の
５
月
末
ま
で
に

完
了
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
将
来
に
わ
た
り
施
設
の

機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

い
う
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
お
い
て
施

設
全
体
の
中
長
期
的
な
改
修
・
修
繕
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
関
係
自
治

体
と
で
検
討
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の

利
用
促
進
策
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
に
入
り
、

Ｊ
Ｒ
側
の
提
案
が
あ
り
、
存
続
そ
の
も

の
が
さ
ら
に
危
う
く
な
っ
て
い
る
印
象

を
持
っ
て
い
る
。
改
め
て
本
市
と
し
て

の
存
続
と
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
は
、「
生
活
交
通
と
し
て

の
利
用
促
進
」「
利
用
促
進
へ
の
市
民

参
画
」「
市
外
か
ら
の
乗
客
の
呼
び
込

み
」
を
掲
げ
、
こ
の
３
本
の
柱
に
基
づ

い
た
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
た

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
が
、

利
用
促
進
策
を
進
め
る
う
え
で
市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
外
か
ら
芸
備

線
・
木
次
線
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方

な
ど
、
力
を
結
集
さ
せ
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
役
所
本
庁
舎
前
駐
車
場
に
つ
い
て

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
の

�

現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

問答

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

問答

國
くに

利
とし

　知
とも

史
ふみ

 議員

徳
とく

永
なが

　泰
ひろ

臣
おみ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

❶
物
価
高
騰
に
よ
り
、
学
校
給

食
の
食
材
費
の
値
上
が
り
が
懸

念
さ
れ
る
。
給
食
費
値
上
げ
を
抑
え
る

た
め
、
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

❷
物
価
高
騰
の
影
響
は
、
市
民
全
体

に
広
く
及
ん
で
お
り
、
今
後
も
拡
大
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
的
確
な
施
策

を
実
施
す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
情
報

を
収
集
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
拡
充
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
で
は
、
生
活
困
窮
者
等
へ
の
支

援
の
例
と
し
て
、「
学
校
給
食
等
の
負

担
軽
減
な
ど
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支

援
」
が
示
さ
れ
た
。

　

現
段
階
で
は
年
度
内
の
給
食
費
の
値

上
げ
は
見
込
ん
で
い
な
い
が
、
今
後
も

食
材
費
等
の
高
騰
が
長
引
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
引
き
続
き
、
食
材
価

格
の
状
況
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。　
　
　
　

　

❷
こ
れ
ま
で
も
各
部
署
に
お
い
て
、

情
報
の
共
有
や
意
見
交
換
、
市
内
事
業

者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
所
管
す
る
施
策
分
野
に
お
け
る
現

況
の
把
握
等
に
努
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
各
政
策
分
野
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
国
・
県
の
施
策
の
動
向
に
つ
い

て
も
情
報
を
入
手
し
、
こ
れ
ら
を
基
に

各
担
当
部
署
に
お
い
て
具
体
的
な
事
業

を
立
案
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

等
、
適
切
な
財
源
を
活
用
し
た
経
済
対

策
事
業
と
し
て
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
市
民
生
活
や
市

内
の
経
済
活
動
の
動
向
を
注
視
し
、
各

種
団
体
と
の
連
携
も
深
め
な
が
ら
、
よ

り
一
層
の
情
報
収
集
体
制
を
構
築
し
、

効
果
的
な
施
策
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

物
価
高
騰
等
に
対
す
る
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

問答

　
　
　

本
市
に
お
け
る
防
災
の
取
り
組

み
と
し
て
、
市
内
の
防
災
士
の

人
数
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
養
成
講

座
を
市
内
や
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
開

催
す
る
な
ど
し
、
市
民
の
防
災
へ
の
意

識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
資
格
取
得

を
促
進
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

防
災
士
が
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、

地
域
に
お
け
る
自
助
・
共
助
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
が
有
効
と
認
識
し

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
防
災
士
の
資
格
を

取
得
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
庄
原
市
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
の
補
助
対
象

と
し
、
地
域
に
お
け
る
防
災
士
の
育
成

を
推
進
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
市
で
の
防
災
士
養
成
講
座

等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組

織
か
ら
の
受
講
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
中

で
、開
催
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

文
部
科
学
省
に
よ
り
「
生
徒
指

導
提
要
」
の
改
訂
試
案
が
公
表

さ
れ
た
。
本
市
の
小
中
学
校
の
校
則
に

つ
い
て
は「
毎
年
見
直
し
を
し
て
い
る
」

「
制
服
の
変
更
を
し
た
学
校
も
あ
る
」

等
伺
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
各
学
校
の

動
向
や
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
声
が

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
見

解
を
伺
う
。

　
　
　
　

　
　
　

本
市
小
中
学
校
の
校
則
は
、
毎

年
度
見
直
す
こ
と
と
し
、
改
正

す
る
場
合
に
は
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

と
も
話
し
合
い
を
行
い
、
共
通
理
解
を

図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
で
は
、
児
童
生
徒
か
ら
の

要
望
に
よ
り
、
服
装
や
頭
髪
に
つ
い
て

の
規
定
を
改
正
し
た
例
や
、
生
徒
や
保

護
者
の
意
見
を
参
考
に
、
制
服
や
通
学

カ
バ
ン
を
変
更
し
た
例
が
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
各
学
校
に
お
い
て
、
定

期
的
に
校
則
を
見
直
す
こ
と
、
ま
た
そ

の
際
に
は
、
児
童
生
徒
に
そ
の
意
義
や

必
要
性
を
考
え
さ
せ
話
し
合
わ
せ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

本
市
に
お
け
る
防
災
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

本
市
の
小
中
学
校
の

�

校
則
見
直
し
の
動
向
に
つ
い
て

問答

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

 議員

前
まえ

田
だ

　智
ち

永
え

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

近
年
人
々
の
生
活
様
式
が
変
化

し
、
地
方
移
住
希
望
者
も
増
加

し
て
お
り
、
自
治
体
に
と
っ
て
移
住
定

住
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

❶
本
市
の
魅
力
を
「
知
っ
て
も
ら
い
」

実
際
に
「
来
て
も
ら
い
」
そ
し
て
生
活

の
場
と
し
て
「
選
ん
で
も
ら
う
」
た
め

の
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
施
策
、
今
年
度

ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

❷
本
市
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

❶
ま
ず
、
本
市
を
「
知
っ
て
も

ら
う
」
取
り
組
み
で
は
、
比
婆

牛
や
ブ
ラ
ン
ド
米
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
本
市

の
知
名
度
向
上
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
庄
原

の
魅
力
発
信
、
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
募
集
に
伴
う
各
種
情
報
の
発
信
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

次
に
、「
来
て
も
ら
う
」取
り
組
み
は
、

森
林
体
験
交
流
施
設
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
観
光
・
交
流
人
口
拡
大
に
加

え
、
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
知
っ
て

も
ら
い
、
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
本
市

を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
充
実
や
地
域
で
の
相
談
・
支
援
の

充
実
に
よ
る
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
よ

り
、
移
住
者
の
増
加
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

❷
今
年
度
よ
り
着
手
し
た
庄
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
創
設
及
び
会
員
募
集
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
を
は
じ
め
、
報
道
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
話
題
づ
く
り
、

本
市
の
観
光
大
使
・
ス
ポ
ー
ツ
大
使
の

ほ
か
、
本
市
出
身
の
関
係
者
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ

や
勧
誘
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
移
住
希
望
者
へ
の
発
信
に
つ

い
て
は
、
広
島
県
の
空
き
家
情
報
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ひ
ろ
し
ま
空
き
家
バ
ン
ク

み
ん
と
。」
と
連
携
し
た
本
市
空
き
家

バ
ン
ク
の
情
報
提
供
や
、
東
京
・
大
阪

で
開
催
さ
れ
る
定
住
フ
ェ
ア
で
県
と
連

携
し
た
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
知
っ
て
も
ら
う
」
取
り

組
み
を
進
め
、「
来
て
も
ら
う
」「
選
ん

で
も
ら
う
」
取
り
組
み
に
つ
な
げ
、
移

住
定
住
を
推
進
し
て
い
く
。

本
市
の
人
口
減
少
対
策
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

　
　
　

２
０
２
０
年
か
ら
施
行
さ
れ
た

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
法
の

趣
旨
で
あ
る
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
に

は
遠
く
及
ば
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
短
時
間
勤
務
の
会
計
年

度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
上
、各
種
手
当
の
う
ち
「
期
末
手
当
」

の
み
し
か
支
給
で
き
ず
、
全
国
的
に
特

に
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
支
給
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
多
く
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
雇
用
を
し
て
お
り
、
処

遇
改
善
を
進
め
、
貴
重
な
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
が
、
安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
条
例
等
を

制
定
し
、
給
与
や
費
用
弁
償
、

勤
務
時
間
や
休
暇
な
ど
、
適
正
に
運
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
お

い
て
も
、
国
か
ら
の
通
達
や
人
事
院
の

示
す
指
針
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
中
で
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
適
応
し
た
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

　

給
料
水
準
は
、
職
員
と
同
一
の
給
料

表
を
用
い
、
職
務
給
の
原
則
等
に
基
づ

い
て
決
定
す
る
と
と
も
に
、
手
当
や
休

暇
制
度
に
つ
い
て
も
、
総
務
省
通
知
に

基
づ
い
た
制
度
設
計
と
し
、
職
員
労
働

組
合
と
の
合
意
を
得
て
、
適
正
な
処
遇

と
し
て
い
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

そ
の
職
務
の
内
容
や
責
任
の
程
度
を
踏

ま
え
、
職
員
と
の
均
衡
を
図
り
、
事
務

補
助
や
育
児
休
業
中
の
職
員
の
代
替
、

専
門
的
な
知
識
・
経
験
等
を
必
要
と
す

る
職
な
ど
へ
任
用
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
国
の
動
向
を
見

守
る
中
で
、
職
員
と
の
均
衡
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
等
の

雇
用
安
定
・
処
遇
改
善
に
向
け
た

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

問

答

坪
つぼ

田
た

　朋
とも

人
ひと

 議員

宇
う

江
え

田
だ

　豊
とよ

彦
ひこ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

❶
水
道
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

生
存
権
の
問
題
で
あ
り
、
本
来

は
国
が
責
任
を
持
つ
分
野
で
あ
る
。
国

県
の
支
援
の
も
と
、
庄
原
市
の
水
道
事

業
を
継
続
し
、
企
業
団
に
参
加
し
な
い

と
い
う
選
択
肢
は
な
い
の
か
。

　

❷
企
業
団
の
事
業
計
画
期
間
は
10
年

間
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
民
営

化
に
進
む
恐
れ
は
な
い
の
か
。

　
　
　

❶
本
市
は
、
令
和
２
年
11
月
の

議
員
全
員
協
議
会
で
の
説
明
の

と
お
り
、
令
和
３
年
４
月
に
設
立
さ
れ

た
広
島
県
水
道
企
業
団
設
立
準
備
協
議

会
に
参
画
し
て
い
る
。

　

協
議
会
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た

っ
て
安
心
、
安
全
な
水
を
適
正
な
料
金

で
安
定
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
施

設
の
再
編
整
備
な
ど
、具
体
的
な
検
討
・

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

❷
民
営
化
方
式
は
、
民
間
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
水
道
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

水
道
広
域
連
携
と
は
異
な
る
観
点
で
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

　

協
議
会
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

統
合
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
水
道

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
特
別
地
方
公
共

団
体
を
目
指
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
移

行
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

２
０
０
７
年
に
教
育
委
員
会
が

作
成
し
た
「
天
然
記
念
物
雄
橋

緊
急
調
査
報
告
書
」
で
は
、
雄
橋
に
近

接
し
て
い
る
高
木
へ
の
対
策
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
現
状
変
更
申
請
を
行
い

間
伐
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。ま
た
、

雄
橋
を
上
か
ら
観
望
す
る
新
た
な
散
策

拠
点
づ
く
り
も
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

雄
橋
は
、
文
化
財
保
護
法
、
自

然
公
園
法
等
、
複
数
の
規
制
が

あ
る
中
で
、
雄
橋
周
辺
の
樹
木
に
対
す

る
間
伐
等
の
実
施
は
き
わ
め
て
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、
周
辺
の
植
物
や
樹
木
が
、
雄

橋
に
影
響
を
著
し
く
及
ぼ
す
状
況
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
対
応
に
つ
い
て
、

国
・
県
と
協
議
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営

業
を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
を

広
島
県
水
道
企
業
団
設
立
に
つ
い
て

問答

国
の
天
然
記
念
物
雄
橋
と
帝
釈
峡
の

保
存
・
活
用
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

問答

　
　
　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

貧
困
、
孤
独
、
い
じ
め
な
ど
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度

の
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
虐
待

相
談
件
数
が
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
新
規
事
業
と
し

て
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事
業
も

実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
が
策
定
し

た
「
児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制
総
合
強

化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
国
の

配
置
基
準
に
よ
り
、
専
門
資
格
を
有
す

る
家
庭
児
童
相
談
員
を
１
名
か
ら
２
名

に
増
員
し
、
子
ど
も
家
庭
支
援
員
と
位

置
付
け
て
い
る
。

　

具
体
的
な
業
務
と
し
て
は
、子
ど
も
、

家
庭
の
実
情
把
握
、
要
保
護
児
童
等
へ

の
支
援
業
務
に
加
え
、
特
に
児
童
虐
待

対
応
に
お
い
て
、
中
度
か
ら
中
重
度
の

家
庭
に
対
し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

相
談
対
応
や
指
導
・
助
言
等
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　

本
市
で
は
、人
口
減
少
に
伴
い
、

近
年
、
空
き
家
が
増
え
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
も
制
定
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
、
老
朽
化
し

危
険
と
さ
れ
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て

の
現
状
と
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

　
　
　

令
和
３
年
度
末
の
危
険
性
の
あ

る
空
き
家
の
状
況
は
、
市
民
か

ら
の
情
報
提
供
も
含
め
て
97
戸
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
う
ち
特
に
危
険
性
の
高

い
３
戸
に
つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策

条
例
」
に
基
づ
き
、
特
定
空
家
等
に
認

定
し
て
い
る
。

　

空
き
家
は
、
所
有
者
が
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と

が
原
則
で
あ
る
が
、
今
後
も
、
関
係
機

関
や
地
元
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、
建

物
所
有
者
に
助
言
・
指
導
を
行
い
、
空

き
家
の
適
正
管
理
を
促
す
と
と
も
に
、

危
険
性
の
高
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

補
助
制
度
の
活
用
に
よ
り
除
却
を
促
進

し
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問答

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問答

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

 議員

藤
ふじ

木
き

　百
ゆ

合
り

子
こ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから



11 しょうばら市議会だより　2022 . 8

ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

本
市
に
在
校
す
る
東
城
高
等
学

校
が
定
数
基
準
の
80
名
を
２
年

連
続
で
下
回
り
、
西
城
紫
水
高
等
学
校

に
お
い
て
も
、
今
年
度
の
定
数
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
近
年
高

校
存
続
に
向
け
て
江
田
島
市
が
「
大
柿

高
等
学
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
、
市
内
外
の
中
学
校
訪
問
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
で
、入
学
者
が
増
加
し
た
例
も
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
人
事
配
置
の
検
討

な
ど
、
高
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

西
城
紫
水
高
校
で
は
、
寮
が
あ

る
強
み
を
生
か
し
て
全
国
か
ら

生
徒
を
募
集
さ
れ
て
お
り
、
学
校
の
様

子
や
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
発
信

さ
れ
て
い
る
。

　

入
学
者
が
増
え
る
た
め
に
は
、
生
徒

が
学
び
た
く
な
る
、
ま
た
行
き
た
い
と

思
う
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
基
本
で

あ
り
、
そ
の
中
身
を
生
徒
や
教
職
員
を

は
じ
め
、
保
護
者
や
同
窓
生
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
支
え
る
行
政
や
地
域
な
ど

が
、
力
を
合
わ
せ
て
創
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
東
城
高
校
、
西
城
紫
水
高
校

と
も
に
、
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ
る
の

で
、
各
高
校
に
設
置
さ
れ
た
活
性
化
地

域
協
議
会
や
、
高
校
の
支
援
団
体
の
関

係
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を

担
う
な
ど
、
有
効
な
手
立
て
を
探
り
つ

つ
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
利
用
促
進
策
の
現
状
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

〇�

な
み
か
、
ほ
ろ
か
カ
ー
ド
の
利
用
促

進
に
つ
い
て

庄
原
市
の
県
立
高
校
の

�

存
続
に
つ
い
て

問答

　
　
　

❶
東
城
高
校
は
、
２
年
連
続
で

県
の
定
数
基
準
の
全
校
生
徒
数

80
人
を
下
回
り
、
県
は
本
年
８
月
頃
に

は
、「
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
に
係

る
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て
結
論
を
出
す

と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の

か
、
ま
た
県
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
求
め
て
い
く
の
か
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　

❷
本
市
で
は
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助

成
と
し
て
15
歳
ま
で
を
対
象
に
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
県
内
中
山
間
地
域
の
市

町
の
８
割
弱
が
18
歳
ま
で
を
助
成
の
対

象
に
し
て
い
る
中
、
昨
今
の
社
会
情
勢

を
考
慮
し
、
本
市
も
対
象
年
齢
を
18
歳

ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
と
思
う
が
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

❶
生
徒
数
が
多
い
東
城
中
学
校

の
皆
さ
ん
が
、
東
城
高
校
へ
魅

力
を
感
じ
、
進
学
し
た
い
と
い
う
思
い

を
強
く
さ
れ
れ
ば
、
80
人
を
下
回
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
が
、ス
ポ
ー
ツ
の
面
、

学
力
、
様
々
な
面
で
東
城
高
校
へ
行
き

た
い
と
い
う
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
補
助

金
を
活
用
し
て
、
育
て
る
会
等
へ
取
り

組
み
を
お
願
い
し
て
き
た
が
、
生
徒
数

が
80
人
を
下
回
る
と
い
う
現
実
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
市
教
育
委
員
会
と
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
東
城
高
校
の
生
徒

の
維
持
を
図
る
た
め
の
協
議
を
進
め
、

県
教
育
委
員
会
に
も
学
校
存
続
の
た
め

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

❷
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
は
国
に
お

い
て
、
対
象
年
齢
や
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
あ
り
方
な
ど
を
含
め
て
議

論
し
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会
の
実
現

に
向
け
、
全
国
一
律
の
保
障
制
度
と
し

て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
市
長
会
を
通

じ
、
制
度
の
創
設
を
国
に
要
望
し
て
い

く
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
影
響

が
生
活
へ
出
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の

医
療
費
が
生
活
に
負
担
を
与
え
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。
国
が
制

度
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を

切
り
替
え
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
協

議
を
行
う
の
で
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

本
市
の
交
流
人
口
増
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

〇
本
市
の
林
業
施
策
に
つ
い
て

本
市
の
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

�

支
援
策
に
つ
い
て

問答

赤
あか

木
ぎ

　忠
ただ

德
のり

 議員

政
まさ

野
の

　　太
ふとし

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

昨
年
11
月
か
ら
３
カ
月
間
、
東

城
地
域
で
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し

た
予
約
制
バ
ス
・
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
実
証
実
験
を
し
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
と
運
行
事
業
者
の
省
力
化
を
検
証

し
た
が
、
そ
の
成
果
と
今
後
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、
ま
た
、

利
用
し
や
す
い
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

こ
の
実
証
運
行
で
は
、
運
行
地

域
の
拡
充
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
、
乗
車
予
約
に
よ
る
１
便
あ
た
り
の

利
用
者
数
の
増
加
、
運
行
距
離
の
短
縮

に
よ
る
走
行
の
効
率
化
な
ど
の
成
果
が

得
ら
れ
た
。
本
年
度
は
実
証
運
行
の
課

題
や
成
果
を
分
析
・
整
理
し
、
中
山
間

地
域
の
生
活
交
通
の
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　
　

❶
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
へ
向

け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
。
❷
飼
料
等
生
産
コ
ス
ト

が
高
騰
し
、
子
牛
価
格
が
下
落
し
て
い

る
状
況
に
対
す
る
対
策
を
検
討
し
て
い

る
か
。❸
比
婆
牛
の
出
荷
頭
数
の
増
減
、

販
売
価
格
に
つ
い
て
。
❹
来
年
の
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
広
島
で
比
婆
牛
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

❶
今
大
会
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
後
、

初
の
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
、

飼
養
管
理
、
調
教
指
導
等
、
関
係
団
体

と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
全

国
に
向
け
、
ブ
ラ
ン
ド
比
婆
牛
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

❷
対
策
と
し
て
、
国
は
、
補
填
発
動

基
準
の
引
き
下
げ
、
県
で
は
、
掛
け
金

の
支
援
、
さ
ら
に
子
牛
価
格
が
一
定
基

準
を
下
回
っ
た
場
合
の
奨
励
金
の
交
付

を
、
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

❸
比
婆
牛
素
牛
の
出
荷
頭
数
は
、
乳

用
牛
か
ら
の
生
産
頭
数
を
除
く
と
18
頭

減
少
し
て
い
る
。
販
売
価
格
に
つ
い
て

は
、
比
婆
牛
素
牛
の
平
均
価
格
は
76
万

９
千
円
で
、
市
場
平
均
価
格
よ
り
１
万

６
千
円
ほ
ど
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

　

❹
「
比
婆
牛
」
の
美
味
し
さ
と
和
牛

文
化
を
各
国
首
脳
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
る
よ
う
、
県
に
対
し
要
望
を

行
う
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

東
城
地
域
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
証
実
験
の

成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答比
婆
牛
振
興
施
策
に
つ
い
て

問答

　
　
　

❶
本
市
と
し
て
何
を
目
指
し
、

ど
う
い
っ
た
数
値
目
標
を
持
っ

て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
❷

庄
原
に
移
住
を
考
え
た
際
、
旧
市
町
ご

と
に
す
ぐ
に
入
居
が
可
能
な
住
宅
が
何

軒
あ
る
か
。
❸
今
あ
る
学
校
を
残
す
た

め
、子
育
て
世
代
の
定
住
に
つ
な
が
る
、

さ
ら
な
る
空
き
家
対
策
が
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　

❶
第
２
期
庄
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
内
閣
府
に
よ
る
令
和

42
年
の
推
計
人
口
１
万
６
６
４
６
人
に

対
し
、
約
２
０
０
０
人
多
い
１
万
８
８

０
０
人
を
目
標
人
口
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。
昨
年
度
よ
り
人
口
減
少
対
策
戦
略

本
部
を
設
置
し
、
人
口
減
少
抑
制
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
、
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

　

❷
本
市
で
運
営
し
て
い
る
「
し
ょ
う

ば
ら
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
は
、
59
軒
の

物
件
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
、
約

７
割
が
売
却
を
希
望
さ
れ
て
い
る
が
、

入
居
ま
で
に
は
一
定
の
期
間
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
残
る
約
３
割
は
賃
貸
物

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

❸
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
施
策

で
は
、
住
宅
の
取
得
等
を
行
っ
た
転
入

定
住
者
に
対
し
、
定
住
促
進
奨
励
金
を

交
付
す
る
と
と
も
に
、
転
入
時
に
お
い

て
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き

５
万
円
、
２
人
以
上
の
場
合
は
10
万
円

を
加
算
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
状
況
や
、

著
し
い
物
価
上
昇
の
影
響
か
ら
、

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
ま
す

ま
す
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
十
分
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
の
人
員
配
置
は
で

き
て
い
る
か
。生
活
困
窮
か
ら
の
脱
却
、

困
窮
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
さ
ら
な
る
就

労
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

の
う
ち
自
立
相
談
支
援
事
業
は
、

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

お
り
、
専
任
の
相
談
員
を
配
置
し
、
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

本
市
の
生
活
困
窮
に
関
す
る
相
談
件

数
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
市

と
社
会
福
祉
協
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
を
分
担
す
る
中
で
、
相
談
者
の
視
点

に
立
っ
た
支
援
に
努
め
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
と
こ
れ
か
ら
の

�

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
に
つ
い
て

問答

生
活
困
窮
世
帯
を
支
え
る

�

体
制
に
つ
い
て

問答

吉
きっ

川
かわ

　遂
みち

也
や

 議員

松
まつ

本
もと

　みのり 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問
　
　
　

❶
事
業
中
止
及
び
補
助
金
返
還

に
対
し
て
、
市
民
か
ら
支
払
い

を
求
め
る
請
求
を
行
う
よ
う
求
め
た
住

民
訴
訟
が
広
島
地
裁
に
提
訴
さ
れ
、
市

長
は
控
訴
し
た
。
控
訴
審
に
際
し
て
、

裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
控
訴
理
由
書
を

市
民
に
公
開
す
る
の
か
、
見
解
を
求
め

る
。

　

❷
住
民
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
第
一
審

の
判
決
ま
で
長
期
間
が
経
過
し
た
が
、

こ
の
訴
訟
維
持
に
市
が
支
出
し
た
金
額

の
合
計
額
を
、
市
民
に
公
表
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
そ
の
合
計
額
及
び
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

❶
控
訴
理
由
書
は
、
係
争
中
の

案
件
に
関
す
る
書
面
と
し
て
、

裁
判
所
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
裁
判
所
に
お

い
て
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
の
行
政
機
関
の
保
有
す
る

情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
や
、
市
の

情
報
公
開
条
例
の
規
定
に
お
い
て
も
、

訴
訟
に
関
す
る
情
報
は
公
開
の
対
象
と

な
っ
て
お
ら
ず
、
係
争
中
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
開
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

❷
訴
訟
対
応
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
見
識
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
弁

護
士
に
業
務
を
委
託
し
、
書
面
作
成
や

法
的
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訴

訟
の
状
況
や
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、

随
時
説
明
を
し
て
い
る
。

　

支
出
額
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
へ
の

委
託
料
を
は
じ
め
、
必
要
な
予
算
を
計

上
し
て
お
り
、
そ
の
執
行
状
況
に
つ
い

て
は
各
年
度
の
決
算
に
お
い
て
議
会
に

説
明
し
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ
ン
ト

�

整
備
補
助
事
業
の
総
括
に
つ
い
て

問答

福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本市議会では次のとおり対応しています。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

傍聴時の留意事項
・�発熱や咳等の症状がある、体がだるい等、体調がすぐれない場合は傍聴をご遠慮く
ださい。
・�手洗いや咳エチケットなど、新型コロナウイルスへの感染防止対策にご協力くださ
い。
・�万が一、本会議等の参加者に新型コロナウイルスへの感染が発覚した場合に備え、
傍聴人受付票に記入をお願いします。

　本会議の模様は、YouTubeで配信しています。
　庄原市議会のホームページから、議会中継を選択していただき、　　　　をクリッ
クしてください。

本会議等の傍聴に関するお願い
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開
催
日　

令
和
４
年
５
月
25
日

■
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
20
年
以
上

�

福　

山　

権　

二

■
感
謝
状

　

理
事

�

近　

藤　

久　

子

開
催
日　

令
和
４
年
４
月
26
日

■
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
28
年
以
上

�

宇
江
田　

豊　

彦

　

議
員
20
年
以
上

�

福　

山　

権　

二

■
議
員
普
通
表
彰

　

議
員
８
年
以
上

�

五　

島　
　
　

誠

第
98
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
け
る
表
彰

第
１
５
０
回
中
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
け
る
表
彰

　

本
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を

祈
り
ま
す
。

代表挨拶　福山権二議員

表 

彰

　本市議会では、本年５月に災害発生時の議
会及び議員の対応や行動について必要な事項
を定めた「大規模災害等における庄原市議会
災害対応マニュアル」を作成しました。併せ
て、このマニュアルの作成を契機に、議員・
議会として、災害などの緊急事態発生時の行動やその後の議会運営の維持継続をどのように
図るかなど研修する目的で、７月８日（金）、議員研修会を開催しました。
　講演では、全国で多発する大規模災害による影響や自治体防災対策の事例、命を守る防災
のコツ・ポイントをわかりやすく説明していだきました。「自分は大丈夫！」という正常化
の偏見が、逃げる決心、備える決心をさせない最大の敵であり、そのために必要なのが訓練
であること、危ないと思った時に危機管理のスイッチを入れるための真剣な訓練の実施が必
要であることを述べられました。
　また、意見交換では、このマニュアルの良い点、改善点など、講師からご教示いただきま
した。この研修を受けて、議会としての対応が確立され、議員それぞれの活動に役立てるこ
とができるよう取り組んでまいります。

議員研修会を開催
「新たな自治体防災対策と
　　　　議会、議員の災害対応」
講師　跡見学園女子大学教授　鍵

かぎ

屋
や

　一
はじめ

さん
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　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、会派又は会派に所属しない議員に、
半期ごとに交付されます。各会派等は、収支報告書に領収書を添付し議長に提出しています。毎年、
議長による内部監査を行い、透明性の確保に努めています。
　提出された収支報告書や領収書等は、所定の手続きにより、議会事務局で閲覧することができます。
収支報告書及び項目別集計表、各視察・研修の報告書は、市議会ホームページで公開しています。

会派の場合　　　　　　　月３万円×所属議員数
会派に所属しない議員　　月３万円

【交付対象期間】令和３年５月～令和４年３月
収支報告総括表

会派・議員
所属
議員
数

交付額
政務活動費項目別集計 会   派      

議   員      
負担分

会派議員
負担分差
引合計額

残余金 
返納額研究

研修費
調査
旅費

資料作
成費

資料
購入費 広報費 広聴費 合計

市民の会 2 660,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 660,000

結 3 990,000 0 0 0 87,307
（3件） 0 0 87,307

（3件） 0 87,307 902,693

日本共産党 2 660,000 19,574
（1件） 0 0 0 0 0 19,574

（1件） 0 19,574 640,426

地域政党きずな 
庄原議員団 4 1,320,000 265,885

（2件） 0 0 0 443,003
（1件） 0 708,888

（3件） 0 708,888 611,112

里山みらい会議 2 660,000 10,552
（1件） 0 0 0 0 0 10,552

（1件） 0 10,552 649,448

赤木忠德 1 330,000 0 0 0 0 0 0 0 0 330,000

横路政之 1 330,000 0 0 0 3,742
（2件） 0 3,742

（2件） 0 3,742 326,258

桂藤和夫 1 330,000 24,330
（1件） 0 0 0 0 24,330

（1件） 0 24,330 305,670

藤原洋二 1 330,000 10,071
（1件） 0 0 0 0 10,071

（1件） 0 10,071 319,929

吉川遂也 1 330,000 0 0 0 0 0 0 0 0 330,000

松本みのり 1 330,000 8,754
（3件） 0 0 0 0 8,754

（3件） 0 8,754 321,246

前田智永 1 330,000 9,479
（1件） 0 0 0 0 9,479

（1件） 0 9,479 320,521

合計 20 6,600,000 348,645
（10件） 0 0 91,049

（5件）
443,003

（1件） 0 882,697
（16件） 0 882,697 5,717,303

研究研修費 研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開催する研究
会・研修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、
会費、交通費、宿泊費等

調 査 旅 費 調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要する経費 交通費、宿泊費等

資料作成費 調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、委
託料等

資料購入費 調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
書籍代（電子書籍含む）、法規類の
追録代、DVD等購入費、有料デー
タベース利用料等

広 報 費 調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、
PRするために要する経費 ※ 印刷製本費、郵送料、会場費等

広 聴 費 市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要望・意見を
聴くための会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

飲食に関するものや按分を伴う経費は対象としていません。
※広報費は、会派に所属しない議員については認めていません。

交付額

令和３年度  政務活動費収支報告について

支出項目の説明
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日にち 主な会議名

9月  2日（金） 本会議
9月21日（水） 本会議【一般質問】
9月22日（木） 本会議【一般質問】
9月26日（月） 本会議【一般質問】
9月28日（水） 本会議
9月30日（金） 本会議

主な日程（予定）９月定例会の ※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（☎0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

５・６・７月

10日	 議会運営委員会
27日	 議員全員協議会

	 1日	 議会運営委員会
	 8日	 議会運営委員会
		  第３回市議会定例会� 初日
		�  議員定数及び議員報酬調査

特別委員会
10日	 企画建設常任委員会
		  予算決算常任委員会
		  総務常任委員会
		  教育民生常任委員会
24日	 議会運営委員会
		  第３回市議会定例会	2日目
		  企画建設常任委員会

27日	 第３回市議会定例会	3日目
		  総務常任委員会
		  教育民生常任委員会
		  企画建設常任委員会
28日	 第３回市議会定例会	4日目
		  予算決算常任委員会
30日	 議会運営委員会
		  第３回市議会定例会	最終日
		  議員全員協議会
		  議会広報委員会

	 8日	 教育民生調査会
		  教育民生常任委員会
		�  議員定数及び議員報酬調査

特別委員会
		  庄原市議会議員研修会

13日	 総務常任委員会
15日	 議会運営委員会
19日	 教育民生常任委員会
20日	 教育民生常任委員会(管内視察)
		  教育民生常任委員会
22日	 議会広報委員会
		  教育民生調査会
		  教育民生常任委員会
29日	� 議員定数及び議員報酬調査

特別委員会
		  議会運営委員会

庄原市議会 中継 検索

　今回の表紙写真は、３年ぶり
に開催となる庄原よいとこ祭に
向けて踊りの練習をしている様
子です。

《表紙写真の説明》

議会の動き
５ 月

６ 月

７ 月

視察受入状況
7月27日　島根県雲南市議会
（庄原市備北クリーンセンター）


